
観光再生―サステナブルな地域をつくる 28 のキーワード』 

 

《要約》 

新型コロナウイルスによって、あらゆる業界が影響を受けた。その中でも、観光業はかなり

大きな打撃を受けた。国内旅行は少しずつ回復しつつあるが、海外からのインバウンド市場

は先が見通せない状況が続いている。本書では、こうしたコロナ禍で変化する観光のかたち

とその対応を 28 のキーワードから解説している。 

本書で解説されるキーワードは、「サステナブル・ツーリズム」「観光型 MaaS」「バーチャ

ル」「食の多様化」「高付加価値化」など多岐にわたるが、それらに通底するのが「サステナ

ブル」（持続可能性）という概念である。つまり「環境」「社会」「経済」において持続可能

な観光を目指す方向性が加速するということである。 

近年、SDGｓ（持続可能な開発目標）としても近年、国際的な潮流となっている「持続可能

性」であるが、地方創生とも密接にかかわり、業界を問わず今後の事業・商品戦略やマーケ

ティングのヒントが隠されている。 

 

《感想》 

2021 年以降の観光トレンドは、 

「アフターインスタ映え」 

「食の多様化とエコ」 

「アドベンチャー・ツーリズム」 

「ロングステイヤー/ワーケーション」 

「レスポンシブル・ツーリズム」 

というように、インスタ映えブームから、持続可能性や健康を追求した「食の多様性」に注

目が移るということが意外でした。 

そうなるのであれば、日本の伝統的な食文化などについて学び、活かし方を考える必要があ

ると考えました。 


